神経伝導検査における刺激持続時間と疼痛強度の関連 by 田村, 暁子
論 文 内 容 の 要 約 
 
論 文 名  
 
Stimulus Duration And Pain In Nerve Conduction Studies 
神経伝導検査における刺激持続時間と疼痛強度の関連 
 
氏  名 
 
田村 暁子 
 
 
【目的】神経伝導検査における電気刺激の持続時間は、一般的に短い程痛くないと信じられ
ており、我が国で従来から用いられている 0.2ms よりも短い持続時間が、欧米を中心に推奨
されている。本研究では、同じ生理的効果を現わす刺激、例えば運動神経に複合筋活動電位
（CMAP）が最大となる刺激＝最大刺激を与えた場合の、刺激持続時間と痛みの関連を検証し
た。 
【方法】脛骨神経と正中神経において検証した。脛骨神経では健常者 14例を対象に足関節
部で刺激し、CMAPを導出した。正中神経では健常者 20例を対象に手関節で刺激した。0.05 ms、
0.2 ms、1.0 msの 3種類の刺激持続時間から異なる 2つを組にして 1試行とした。それぞれ
の持続時間による最大上刺激、もしくは最大刺激を後述のパターンでそれぞれ順に与え、ど
ちらが痛いかを申告してもらった。脛骨神経刺激では、Paradigm A）最大上刺激の単発刺激、
B）最大刺激の 1 Hz 5発連続刺激、の 2パターンで刺激、正中神経刺激では、最大上刺激の
1 Hz 5発連続刺激で刺激した。前後を入れ替えたものも含めてランダムに計 6試行を行った。
2つの持続時間の痛みの差をスコア化し、持続時間ごとに合計してペア T検定で比較した。 
【結果】全被検者の痛みスコアを平均すると、脛骨神経では Paradigms A、Bのいずれの方
法でも 0.2 msにおける痛みが有意に最小であった。また、0.05 msの持続時間では、最大上
刺激に要する刺激強度は非常に大きく、健常者でも 80 mAに近くなることがあった。正中神
経では、0.05msと 0.2msはいずれも 1.0msよりも有意に痛みが小さかった。0.05msと 0.2ms
は痛みの有意差がなかった。 
【結論】同じ生体効果を現す刺激強度では、持続時間が短いほど痛くないとは限らなかった。
さらに、脛骨神経を 0.05msのように短い持続時間で刺激した場合、脱髄などの刺激閾値が高
くなる病的な神経であれば、最大上刺激を得るためには機械の刺激設定の上限である 100mA
を優に超えてしまうことが予想された。運動神経の伝導検査を行う際には、我が国で広く用
いられている 0.2 msの刺激持続時間が最も適切であると考えられた。 
 
 
 
 
